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ワーク「計画で目指す未来」



前回お話しした「３つの視点」のうち、
「ビジョン」をみんなで描くワークです。

このワークの目的

まずは「みんなで目指したい未来」を
一緒に考えます。

次回以降、その実現に向けた道筋を
具体的に検討していきます。



全体・個別ロジックモデルのイメージ
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全体ロジックモデル における中間アウトカムについて

それぞれの達成に向けた 個別ロジックモデル を作成。
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参考：これまでの計画における「ビジョン」

第７期 （平成30～令和２年度）

【基本理念】 健康で笑顔あふれる、ふれあい、支えあいのまち（八王子ビジョン2022の都市像と一致）

計画の柱①地域で生きがいを持ち、活き活きと暮らす

計画の柱②住み慣れた地域で安心して暮らし続ける

計画の柱③ 利用者の自立を支える介護保険サービスの安定した提供

第８期（令和３～５年度）

【基本理念】 いつまでも「望む生活」を送ることができる生涯現役のまち八王子

基本方針①多様な地域資源と専門職等のケアを連動させた地域包括ケアシステムの構築

基本方針②健康寿命延伸に向けた自立・セルフケア意識の醸成

基本方針③暮らし方を選択できる地域づくりに向けた基盤整備



参考：八王子市の基本構想

安心・快適で、

地域の多様性を

活かしたまち

魅力あふれる産業で

にぎわう活力ある

まち

一人ひとりが育てる、

人と自然が豊かに

つながるまち

健康で笑顔あふれる、

ふれあい、支えあい

のまち

活き活きと子どもが

育ち、学びが

豊かな心を育むまち

みんなで担う公共と協働のまち

２ 健康で笑顔あふれる、ふれあい、支えあいのまち

互いに人権を尊重し、平和で心豊かに暮らせる社会の実現と、誰もが住み慣れた

地域でともに支えあい、活き活きと安心して暮らせる地域福祉の向上を目指したま

ちづくりをすすめます。

また、市民が生涯を通じて健康を維持・増進できるよう、保健・医療・福祉施策の充

実に努めます。

① 誰もが心豊かに暮らせる市民生活の推進

一人ひとりの人権が尊重され、互いに個性と能力が発揮でき、誰もが平和で心豊かに

暮らせる社会を目指します。

また、市民が安心して日常生活を送れるよう、暮らしの相談・支援の充実に努めます。

② 誰もが生きがいを持ち安心できる地域づくり

地域の幅広い世代の様々な人々が交流し、支えあうことで、生きがいを感じることが

でき、高齢者・障害者やその家族が住み慣れた地域でともに安心して暮らせる地域福

祉を推進します。

③ 保健医療の充実

市民が生涯を通じて自ら健康づくりに取り組み、住み慣れた地域で心身ともに健康で

安心して暮らせるよう、保健・医療・福祉の連携を強化し、保健医療の充実に努めます。



ワーク１

アンケート結果や前回示したデータ、

皆さん自身の経験などから将来を予測し、

「このままだとどうなってしまうか」を

５つまで 黄色の付箋に書き出してください

※ 可能なら、配布資料を見て事前に考えておいてください。

個人作業4分 グループ共有4分



ワーク２

グループの黄色付箋を見て、

「なぜそれが問題なのか」を意識しながら、

「こんな未来（2040年）になってたらいいな」を

５つまでピンクの付箋に書き出してください

※ 解決の「方法」ではなく、望ましい社会の「状態」を言葉にしてください。

※ 黄色とピンクの付箋が１対１で対応している必要はありません。

個人作業8分 グループ共有8分



グループ内のピンクの付箋について

内容が具体的なもの、手段に近いものを左側に

内容が抽象的なもの、目的に近いものを右側に 並べてください

さらに、ピンクの付箋それぞれについて

「なぜそれが大事なのか」を意識して、

手段・目的の矢印でつながるものを探してください。

ワーク3

グループ作業25分

※ 適宜ピンク付箋を追加していただいてOKです。

※ 全ての付箋を矢印でつなぐ必要はありません。



ワーク3 イメージ

働きたい人が
いつまでも
働ける

多様な高齢者
がそれぞれの
楽しみを選べる

高齢者が
要介護に
なりにくい

通いの場が充
実 高齢者が

いつまでも自分
らしく暮らせる

誰もが必要な
サービスを安心
して受けられる地域の高齢者

同士が助け合
う 介護人材不足
を、地域の輪で
支える

手段 目的

介護職の価値
が理解され、就
労者が増える

なぜ大事かというと →



ワーク4

右端に近いピンクの付箋を見ながら、

グループとして
「目指していきたい未来」を
３つまで設定してください

グループ作業20分 発表10分


